
大阪医学統計学セミナー
Osaka Biostatistics Seminar

第81回

「費用対効果評価における話題提供」
講演者：飛田 英祐

(大阪大学 医療データ科学共同研究講座)

概要：昨今の画期的な医療技術の登場による医療の高度化と
高齢化により、日本の医療費は増加の一途を辿っている。限
られた財源を医療資源に最適に配分する目的で2019年に費
用対効果評価制度が開始された。特に医薬品、医療機器では、
単価が高い、あるいは市場規模が大きいと判断された場合に、
費用対効果評価の対象となり、現在までに約20品目の評価が
終了している。
本セミナーでは、実際の費用対効果専門組織において議論さ
れた事例をいくつか挙げ、効用値の尺度であるEQ-5Dの限界
や比較対照の選択、部分集団解析などの問題点について紹介
する。

3月1日（金）
16：00～18：00

場所：
医学系研究科基礎研究棟L階
医学統計学研究室
オンライン併用開催

お問い合わせ：大阪大学大学院医学系研究科 医学統計学講座
E-Mail：office@biostat.med.osaka-u.ac.jp  TEL：06-6879-3301

参加ご希望の方は、前日までに下記
問い合わせ先にメールにてお申込み
ください。
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